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 熱い夏を迎えています。子ども達も夏休みに入り楽しい時

間を過ごしていると思います。また、事故や事件等には充分

気を付けてください。7月 28日に熊本県宇城市を中心とした

地震が発生し、残念なことに大惨事が起きてしまいました。

心からお見舞い申し上げます。 

今月ご紹介する絵本は、日本の代表的な絵本作家林明子先

生と筒井頼子先生共作の“はじめてのおつかい”です。林先

生は、人のしぐさに注目し、前を歩く人や人の動きの機を捉

えています。そして、心の動きを温かくタッチしています。

はじめてのおつかいですから、牛乳を買うみいちゃんのドキ

ドキ感が伝わります。筒井先生の作品は、“はじめて”を主題

とし、生きることをテーマにしています。 

この夏休みは、“はじめて”を体験するチャンスです。挑戦

することは、長い人生の中で大切なことです。子どもたちの

未来のために。 

また、夏休みは、たくさん本があるもったいない図書館で

宿題をしたり、読書や絵本とふれあうことを、おすすめしま

す。 

 子どもの心の動きを鮮やかに描いた絵本 

みいちゃんはママに頼まれて牛乳を買いに出かけます。自転車にベルを鳴らされてどきんとしたり、坂道で転んでし

まったり、ひとりで歩く道は緊張の連続です。坂をあがると、お店につきました。お店にはだれもいません。みいちゃんは

深呼吸をして、「ぎゅうにゅうください」と言いました。でも、小さな声しかでません。お店の人は、小さいみいちゃんには

気がつかないみたい……。小さな女の子の心の動きを鮮やかに描いた絵本です。 

（紹介文：福音館書店／矢祭もったいない図書館） 
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